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介護事故対応の基本と
想定しておくべき法的リスク

～弁護士と連携することの重要性～

弁護士法人かなめ
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介護事業は日本を支えるインフラです。

介護保険制度がスタートしてから２０年以上が経ちましたが
介護事業所を取り巻く環境は日に日に厳しくなっています。

介護保険制度の改定への対応、労働トラブル、利用者や家族
とのトラブル、個人情報保護法対応等、法的な専門性の高い
種々の問題が生じる介護現場において、法律家のサポート体
制の充実化は重要性が高まっています。

しかし、日本の弁護士数は約４万人強と極めて少なく、その
分布は都市圏に集中しています。数十人程度の弁護士しか存
在しないエリアも多数あり、日本全国にある介護事業所へ適
切なリーガルサービスを提供する体制がありません。

「介護現場に法的インフラをあまねく普及し、現場をサポー
トすることをもって組織を活性化すること」

我々弁護士法人かなめはこのミッションを掲げ、介護現場に
おける法的課題を解決していきます。

弁護士法人かなめ 代表弁護士 畑山浩俊

©2021弁護士法人かなめ
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１．介護事業所が抱えるリスクとは

介護事故リスク

労働トラブルリスク

利用者、ご家族からのハラスメントリスク

虐待事件発生時の対応リスク

個人情報保護法に伴うリスク（漏洩対応等）

利用料の回収に伴うリスク 等々
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２．介護事故に伴う法的リスクの考察と対応

介護事故対応の基本
謝罪の重要性
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＜ケーススタディ＞
特別養護老人ホーム内に併設されているショートス
テイを利用していた利用者。

ご家族は，センサーマットの使用を希望。

うまく伝わっておらずセンサーマットの使用をしな
かった。

その夜，転倒事故が発生。コールが鳴りかけつけた
ところ，居室内のトイレ前で座り込んでおり，口と
鼻から出血あり。

「頭を打った」との発言があるも，特段気になる点
は無かったため，１時間おきの経過観察を行う。

ショートステイ明け，血の付いた衣類を発見したご
家族が激怒。

Copyright(c)弁護士法人かなめ
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デイサービスの利用者が食事中に誤嚥し死亡した事故

平成２２年１２月８日東京地裁立川支部判決

施設長が謝罪の言葉を述べ，原告らには責任を認める趣
旨と受け取れる発言をしていたとしても，これは，介護
施設を運営する者として，結果として期待された役割を
果たせず不幸な事態を招いたことに対する職業上の自責
の念から出た言葉と解され，これをもって被告に本件事
故につき法的な損害賠償責任があるというわけにはいか
ない。

Copyright(c)弁護士法人かなめ



10

「謝罪」の種類

一スタッフが
判断するところではない

法的責任

道義的責任

共 感
Copyright(c)弁護士法人かなめ

「人
と
し
て
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う
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き
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罪
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介護事故対応の基本
記録作成の重要性
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記録作成のポイント

①事故当日に
事故報告書の作成を行う

②時系列を正確に記載する

③感情ではなく事実を
記載する

④写真を活用する
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証拠保全手続きって
知っていますか？
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３．証拠保全手続きって知っていますか？

知識として押さえておくべき
「証拠保全」
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証拠保全という手続の存在を知る：定義

証拠保全とは

民事訴訟において，あらかじめ証拠調べをしておかなけ
ればその証拠を使用することが困難な事情がある場合に
実施される証拠調べ手続き
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ケーススタディ

社会福祉法人かなめは特養，ショートステイ，グループホーム，デイサービス等種々の介護保険サービ
スを提供しています。
デイサービスの利用者であるAさんは普段からかき込んでご飯を食べる癖があり，担当職員も食事介助
中に苦労していました。
ケアマネもご家族とサービス提供について話し合う中で「かき込んで食べると誤嚥のリスクがあること」を何
度も伝えていました。ご家族もそれには理解を示していましたが，利用者は食べることが唯一の楽しみで
あったため，機嫌を損ねないように何とか普通食で食事提供する日々が続きました。加齢と共に嚥下機
能は衰えて，今までも複数回，デイサービスの利用中に食事を喉に詰まらせ，誤嚥する事故がありま
した。幸い大事に至っていませんでしたが，普通食から粗刻み食に切り替え，サービス提供は続きます。
しかし，ある日，最悪の事態が発生します。いつものようにかき込んで食事する利用者に飲み物を取っ
てこようとその場を離れ，戻ってきた職員は，うずくまっている利用者を発見します。誤嚥事故が発生し
たのです。すぐに応急処置を施し，救急車を要請し，迅速に対応しました。しかし，利用者は意識不
明となってしまい，３ヶ月の時が経過しました。その後，死亡しました。
ご家族はデイサービス利用中は「気難しい本人ですが，本当にいつも良く対応して下さって助かっていま
す」と良好な関係でしたが，事故後，態度は一変します。
「誤嚥事故が起こったのは全て事業所が悪い」「どう責任を取ってくれるんだ」等々対応が難航します。
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証拠保全手続きの流れ
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業界特化弁護士との
連携の重要性
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４．業界特化弁護士との連携の重要性

オンラインで弁護士と繋がろう
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・経営者だけでなく管理者が即時弁護士に繋がる重要性
➡法的な問題は「現場」に集中する。現場の「管理者」が

即時弁護士に相談できる体制が法人を守ることに繋がる。

・法的な質問は「管理者」から来ることが多い。
➡法律実務に関する教育を受ける機会はほぼ無い

➡マネジメント層の法的対応負担を軽減することが
介護現場の組織活性化に繋がる

全国でセミナーを実施して感じたこと

・労働トラブル、カスハラ、虐待マスコミ対応等々
➡近年の法律問題の高度化・複雑化は謙虚であること

➡プロセスから法的関与の必要性が高い問題が多い

©2021弁護士法人かなめ
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介護事業に
精通した弁護士を
チームに
入れてみませんか？

©2021弁護士法人かなめ
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新型コロナウイルス感染に関する相談

具体例①

©2021弁護士法人かなめ
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チャットを活用した実際の相談の様子

©2021弁護士法人かなめ

迅速に対応
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反社対応とサービス
提供拒否の可否に関する相談

具体例②

©2021弁護士法人かなめ
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チャットを活用した実際の相談の様子

©2021弁護士法人かなめ

弁護士法人かなめには７名弁護士が在籍
(2021.2現在。4月から弁護士8名体制)
反社対応などの専門領域の法律問題にも
対応可能
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具体例③

カスハラ対応・リーフレット作成・
契約書チェック業務

©2021弁護士法人かなめ
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近年深刻化するカスタマーハラスメント問題にもバックアップ体制完備

カスタマーハラスメントとは、利用者や
ご家族が現場職員や法人に対して、悪質
なクレームやサービスの範疇を超えた過
剰な要求を突き付けること
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リーフレットのチェックもデータで簡単送信
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契約書のリーガルチェック×zoom解説講座

契約書や重要事項説明書を
リーガルチェックします。
その後、管理者向けにzoom
で解説講座を実施します。

©2021弁護士法人かなめ
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ユーザーの声

４０歳 管理者

今まで顧問弁護士がいたけど、こんなに気軽に相談できたことがない。介
護分野に特化した弁護士が、社内にいるようで心強い。

使いやすくて便利！
携帯から気軽に操作できるから私でも楽に使えました。

５０歳 経営者

３８歳 施設長

このクオリティで月額５万円（注）は安いと思う。
テレビ電話会議も対応してくれるし、県外でも使いやすい。

（注）月額５万円コースをご契約頂いている社会福祉法人さんの声

使用者の９０％以上が満足！

©2021弁護士法人かなめ
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弁護士法人かなめのミッション

介護事業の現場に法的インフラをあまねく普及し

現場をサポートすることをもって組織を活性化し

日本のインフラである介護事業を永続可能なものにする

©2021弁護士法人かなめ
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【大阪事務所】

〒５３０－００４７

大阪市北区西天満４－１－１５
西天満内藤ビル６０２号

ＴＥＬ：０６－６３６１－２２００
ＦＡＸ：０６－６３６１－２２０１
Email ：kanamelawyers@kaname-law.com

弁護士法人かなめ：お問合せ先

©2021弁護士法人かなめ

【東京事務所】

〒１０１－００４３

東京都千代田区神田富山町７
BIZSMART神田富山町３０６号

ＴＥＬ：０３－６８６９－０６１７
ＦＡＸ：０３－６８６９－０６５８
Email ：kanamelawyers@kaname-law.com
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